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都
市
整
備
部
長

　県
は
今
後

実
施
す
る
委
託
設
計
の
中
に

近
隣
町
会
や
ス
ポ

ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
団
体
な

ど
の
意
見
を
生
か

し
て
い
き
た
い
と

の
こ
と
。

市
民
憩
い
の
場

で
も
あ
り
、
市
民

の
意
見
を
取
り
入

れ
、
県
・
市
・
市

民
が
協
働
し
て
、

利
用
し
や
す
い
整

備
を
進
め
て
い
け

る
よ
う
県
と
十
分

子ども読書活動
　　　　　　　　　策定　
子ども読書活動
　　　　推進計画の策定を

菅原　文仁　議員

「今年度中に練り上げたい」

議
員

　資
源
の
な
い
我
が
国

に
と
っ
て
、
こ
れ
か
ら
最
も

重
要
に
な
る
資
源
は
知
的
資

源
の
創
出
で
あ
る
。
そ
の
た

め
に
基
本
的
な
力
を
つ
け
る

読
書
の
推
進
と
そ
の
環
境
整

備
を
お
願
い
す
る
。
本
市
の

学

※

校
図
書
館
図
書
標
準
の
充

足
率
と
今
後
の
目
標
は
。

教
育
部
長

　平
成
18
年
度

末
、
市
内
小
学
校
の
充
足
率

平
均
は
81
・
９
％
、
中
学
校

平
均
は
81
・
８
％
。
計
画
的

な
予
算
措
置
に
基
づ
き
１
０

０
％
を
目
指
す
。

議
員

　多
く
の
自
治
体
で

は
「
子
ど
も
の
読
書
活
動

推
進
計
画
」
を
策
定
し
て

い
る
。
本
市
で
も
策
定
し

て
は
。

教
育
部
長

　今
年
度
中
に

練
り
上
げ
て
、
つ
く
り
た

い
。

議
員

　本
市
の
条
例
、
規

則
、
要

※

綱
等
の
制
定
状
況
は
。

総
務
部
長

　例
規
集
に
登
載

さ
れ
る
条
例
２
２
７
件
、
規

則
等
３
９
９
件
、
要
綱
40
件

で
あ
る
。
登
載
さ
れ
て
い
な

い
要
綱
・
指
針
等
は
概
ね
４

５
０
件
で
あ
る
。
公
開
は
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
行
い
、
年
４

回
、
議
会
後
に
更
新
す
る
。

議
員

　市
民
の
理
解
と
透
明

性
確
保
の
観
点
か
ら
、
要
綱
、

指
針
に
つ
い
て
も
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
べ
き
で
は
。

総
務
部
長

　費
用
対
効
果
の

面
も
含
め
、
制
定
趣
旨
を
考

慮
に
入
れ
て
検
討
す
る
。

議
員

　今
後
制
定
す
る
自
治

基
本
条
例
に
立
法
指
針
を
組

み
入
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
基

本
条
例
で
方
針
を
示
し
、
個

別
条
例
、
規
則
で
制
定
根
拠

を
求
め
る
。
ま
た
、
要
綱
を

定
め
る
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
的
な
も
の
も
必
要
で
あ
る
。

総
務
部
長

　幅
が
広
く
奥
の

深
い
課
題
で
あ
る
。
要
綱
の

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
つ
い
て
は

比
較
的
簡
単
な
内
容
で
あ
る

が
、
立
法
方
針
は
各
市
の
状

況
を
見
な
が
ら
検
討
す
る
。

整
備
を
実
施
す
る
予
定
に
な

っ
て
い
る
。

　本
年
度
、
県
は
整
備
に
伴

う
実
施
設
計
レ
ベ
ル
の
設
計

委
託
を
予
定
し
て
い
る
。

議
員

　整
備
に
当
た
っ
て

は
、
県
・
市
と
市
民
と
の
十

分
な
協
議
が
必
要
で
は
な
い

か
。

議
員

　戸
田
競
艇
場
西
側
の

ス
ー
パ
ー
堤
防
の
上
部
利
用

の
完
成
予
定
は
。

都
市
整
備
部
長

　現
在
排
水

関
係
の
工
事
を
し
て
い
る
。

平
成
22
年
３
月
に
は
国
か
ら

県
へ
引
き
渡
し
、
県
が
上
部

ス
ー
パ
ー
堤
防
整
備

市
民
の
意
見

ス
ー
パ
ー
堤
防
整
備
に

市
民
の
意
見
を
取
り
入
れ
て

山
崎

　
雅
俊  

議
員

「
利
用
し
や
す
い
整
備
を
県
に
要
望
す
る
」

調
整
を
図
っ
て
い
く
。

議
員

　現
在
5
校
で
行
わ
れ

て
い
る
二
学
期
制
を
来
年
度

よ
り
市
内
全
小
学
校
で
統
一

し
て
実
施
す
べ
き
で
は
な
い

か
。

教
育
部
長

　二
学
期
制
は
、

授
業
時
間
数
の
確
保
を
主
な

目
的
と
し
て
い
る
。
ゆ
と
り

あ
る
教
育
課
程
が
編
成
で
き

る
こ
と
か
ら
、
学
校
行
事
の

工
夫
、
学
力
向
上
対
策
、
児

童
の
安
全
確
保
、
教
職
員
と

児
童
と
の
触
れ
合
う
時
間
の

確
保
な
ど
多
く
の
意
義
が
あ

る
。実

施
準
備
中
の
7
校
の
校

長
も
平
成
21
年
度
か
ら
実
施

の
意
向
を
示
し
て
い
る
の

で
、
新
学
習
指
導
要
領
を
視

野
に
入
れ
、
来
年
度
か
ら
市

内
12
校
す
べ
て
が
二
学
期
制

を
実
施
で
き
る
よ
う
、
資
料

及
び
情
報
の
提
供
な
ど
実
施

に
向
け
た
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を

し
て
い
く
。

※学校図書館図書標準……公立の義務教育諸学校において、学校図書館の図書の整備を図る際の目標として文部
科学省が設定したもの。

立
法
指
針
の
確
立
と

政
策
法
務
の
充
実

小
学
校
二
学
期
制
の

統
一
実
施
を

▲今後の有効利用が待たれる競艇場西側の
スーパー堤防

▲時間が静かに流れる
昼の図書室（喜沢中で）
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給食センター
　　　　　炊飯　
給食センター建て替えで
　　　　　炊飯の設備は

高橋　秀樹　議員

「敷地面積、搬送車の関係で難しい」

〝
と
だ
オ
ー
ル
カ
ー
ド
〞

市
税

　
公
共
料
金

〝
と
だ
オ
ー
ル
カ
ー
ド
〞
で

市
税
や
公
共
料
金
の
支
払
を

馬
場

　
栄
一
郎 

 

議
員

「
商
業
振
興
の
観
点
で
調
査
研
究
す
る
」

議
員

　①
学
校
給
食
で
米
飯

給
食
の
炊
飯
は
川
口
市
の
業

者
に
委
託
し
て
い
る
が
、
小

麦
の
高
騰
に
よ
る
パ
ン
の
値

上
が
り
や
、
食
料
自
給
率
の

向
上
の
観
点
か
ら
も
、
米
飯

給
食
は
週
３
回
か
ら
４
回
に

増
え
る
可
能
性
も
あ
る
。
災

害
時
の
炊
き
出
し
等
を
考
え

れ
ば
、
市
内
に
炊
飯
設
備
を

完
備
す
る
必
要
も
あ
る
。
一

食
43
円
も
支
払
う
な
ら
ば
、

給
食
セ
ン
タ
ー
に
設
備
投
資

し
て
も
採
算
が
合
う
の
で
は

な
い
か
。

②
ラ
ン
チ
皿
か
ら
、
強
化

磁
器
の
食
器
に
変
え
る
考
え

は
あ
る
か
。
ま
た
、
食
器
洗

浄
機
は
導
入
す
る
か
。

③
平
成
26
年
に
小
学
校
全

校
が
、
単
独
校
調
理
場
に
な

っ
た
ら
、
給
食
セ
ン
タ
ー
の

設
備
の
半
分
は
不
要
と
な

る
。
無
駄
な
過
剰
設
備
投
資

に
な
ら
な
い
か
。

④
給
食
セ
ン
タ
ー
の
民
間

委
託
の
考
え
は
あ
る
か
。

教
育
部
長

　①
炊
飯
設
備

は
、
保
温
箱
の
保
管
場
所
や

搬
送
車
の
関
係
も
あ
り
、
設

置
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

②
食
器
に
つ
い
て
は
、
交

換
す
る
。
洗
浄
機
は
食
器
に

対
応
し
た
も
の
を
導
入
す

る
。③

小
学
校
全
校
に
単
独
校

調
理
場
が
で
き
て
も
、
備
品

等
を
移
し
替
え
使
用
す
る
こ

と
か
ら
、
無
駄
に
な
ら
な
い
。

④
調
理
士
の
処
遇
を
考
え

な
が
ら
検
討
し
た
い
。

議
員

　昭
和
30
年
代
や
40
年

代
に
建
設
し
た
建
物
に
ア
ス

ベ
ス
ト
が
使
用
さ
れ
て
い

る
。
民
間
の
解
体
工
事
の
ア

ス
ベ
ス
ト
調
査
と
報
告
を
義

務
化
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
民
生
活
部
長

　

市
に
は
大
気
汚
染

防
止
法
に
係
る
調

査
、
指
導
権
限
は

な
い
が
、
県
と
の

連
携
を
さ
ら
に
強

め
て
い
く
。

都
市
整
備
部
長

　

宅
地
開
発
等
指
導

要
綱
の
各
課
協
議

に
ア
ス
ベ
ス
ト
調

査
、
報
告
を
担
当
課
と
し
て

盛
り
込
む
と
い
う
こ
と
で
あ

れ
ば
、
協
議
す
る
。

▲民間建築物アスベスト除去工事にかかる
養生確認のための立ち入り検査

議
員

　商
店
や
商
店
街
は
、

地
域
社
会
の
課
題
に
対
す
る

取
り
組
み
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
づ
く
り
な
ど
、
高
齢
社
会

に
お
い
て
は
、
身
近
な
生
活

拠
点
と
し
て
重
要
で
あ
る
。

地
域
商
業
活
性
化
の
た
め
の

「
と
だ
オ
ー
ル
カ
ー
ド
」
や

「
戸
田
市
共
通
商
品
券
」
を

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
。

市
民
生
活
部
長

　こ
れ
ら
が

利
用
さ
れ
、
市
内
で
の
消
費

購
買
が
拡
大
さ
れ
、
市
内
商

業
活
性
化
が
図
ら
れ
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
る
。
そ
の
た

め
の
支
援
も
行
っ
て
い
る
。

議
員

　オ
ー
ル
カ
ー
ド
や
商

品
券
の
流
通
拡
大
を
図
る
た

め
に
、
水
道
使
用
料
や
保
育

料
、
公
共
施
設

使
用
料
、
固
定

資
産
税
、
介
護

保
険
料
な
ど
の

支
払
い
を
で
き

る
よ
う
に
し
て

は
ど
う
か
。

財
務
部
長

　地

方
自
治
体
の
歳

入
は
現
金
が
原

則
で
あ
る
た

め
、
オ
ー
ル
カ

究
し
て
い
く
。

議
員

　市
役
所
が
支
払
う
金

額
の
一
部
を
共
通
商
品
券
に

し
て
み
て
は
ど
う
か
。

矢
祭
町
は
共
通
商
品
券
で

支
払
う
こ
と
で
、
地
域
の
売

上
が
倍
増
し
、
活
性
化
し
た
。

財
務
部
長

　既
に
、
敬
老
祝

い
の
記
念
品
と
し
て
、
共
通

商
品
券
を
支
給
し
て
い
る
。

今
後
、
市
が
支
出
す
る
謝
礼

品
な
ど
に
、
共
通
商
品
券
が

導
入
で
き
る
か
検
討
す
る
。

ー
ド
な
ど
で
納
付
は
で
き
な

い
。

議
員

　町
民
の
利
便
性
を
考

え
、
ど
う
し
た
ら
可
能
か
と

の
逆
転
の
発
想
で
、
福
島
県

矢
祭
町
で
は
商
工
会
と
連
携

し
、
ス
タ
ン
プ
券
を
預
か
る

手
法
で
可
能
に
し
た
。
地
域

の
売
上
げ
が
導
入
後
ア
ッ
プ

し
た
と
の
こ
と
だ
が
、
い
か

が
か
。

財
務
部
長

　今
後
、
ど
の
よ

う
に
現
金
化
で
き
る
か
、
関

係
団
体
と
協
議
し
、
調
査
研

▲オールカードを利用してお得な買い物を
（上は硬貨型共通商品券とオールカード）

※要綱……地方公共団体が行政指導の際の準則として定める内部的規範で、住民への法的拘束力を持たない。

ア
ス
ベ
ス
ト
調
査
と

報
告
を
義
務
化
へ


